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【背景・目的】 
2010年に西湖で再発見されたクニマスの保全を図るため、これまでクニマスの生態及び生息環境の

解明、養殖技術の確立を目的として調査研究に取り組んできた。 
保全に関する研究では、クニマス産卵場をリアルタイムに動画撮影できるシステムを構築し、クニ

マスの産卵状況やウナギによる食卵状況のモニタリングを行うとともに、クニマス産卵場（水深約30
m）でクニマス卵を捕食している外来種のヨーロッパウナギを効率的に除去する技術を開発する。 

養殖技術に関する研究では、養成親魚からの少数の採卵・孵化に成功しているものの、成熟個体の
出現割合が低い上、卵質が悪く大量生産には至っていない。そのため、クニマスの成熟に適した水温
条件を明らかにし、産業活用の基礎となる安定的な種苗量産技術を確立する。 
 
【研究・成果等】 
 
１．保全に関する研究 

クニマス産卵場をリアルタイムに観察できる水中ビデオカメラシステムを構築した。同システムに
より得られた画像を解析した結果、令和3年度クニマスは1画面中最多33尾、10ペアでいずれも過去最
多であった（図1）。また、ウナギは1画面最多1尾と過去最少で、出現日数も少なかった（図2）。また
、水中ビデオカメラシステムの映像により、カワウによるクニマスの追尾、クニマスと考えられるふ化
仔魚、湧水の湧出シーンなど新たな情報が得られた（図3）。水中ビデオカメラシステムは、タイムラ
プスカメラと比較して鮮明に観察できる日数や確認尾数が多く、モニタリング上より優れたシステム
であった（図4）。撮影画像についてAIによる画像解析を検討したところ、画像データの集計の省力化
につながる可能性が示唆された。 

GPS内蔵のエレキモーターで産卵場の直上部に船を定位させ、水中ビデオカメラシステムの映像を船
上でリアルタイムに確認することで、ウナギ捕獲漁具を産卵場礫地に確実に投入することが可能にな
った。筒漁具を述べ92日間、延縄を述べ173日間礫地上に設置したが、ウナギ捕獲には至らなかった。 

図1 クニマス最多尾数とペア数の経時変化     図2 ウナギ最多出現数の経時変化 
 

  

 
  
図3 クニマスを追尾するカワウ       図4 水中ビデオとタイムラプスカメラの比較 
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２．養殖に関する研究 

西湖産天然魚から2017年12月に作出した人工繁殖魚を、2019年4月（1歳4ヶ月）以降、飼育水を8℃に
冷却して飼育した（130尾、1歳以降冷却区）。対照区は通常水温（12.5℃）で飼育した（130尾）。さら
に2020年4月から対照区のクニマスの一部（30尾）を、1歳以降冷却区と同じ池に仕切りで分けて収容し
た（2歳以降冷却区）。 

満3歳を迎えた2020年度には、2021年2月に対照区で2尾の成熟メスが出現したが、従来同様に卵質が
悪くふ化仔魚は得られなかった。一方、西湖のクニマス展示館では、2020年10月から2021年1月にかけ
て良好な成熟を示したメスが合計6尾出現し、約千尾のふ化仔魚が得られた。4歳を迎えた2021年度、1
歳以降冷却区で3尾の排卵メスが出現し、2021年11月に成熟した1尾は発眼率約33%、ふ化率約17%と従
来より良好な成績が得られた(表1,2)。2022年1月に成熟した2尾は重度の腎石灰症であったためか卵質
が悪く、発眼卵は得られなかった。しかし忍野支所の通常水温で飼育した場合に比べて、水温8-9℃で
飼育することで成熟個体の出現率、採卵成績ともに改善できることが示唆された。 

 
表1 成熟個体の出現状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
表2 採卵成績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
【成果の応用範囲・留意点】 
水中ビデオカメラシステムの運用により、クニマス来遊状況やウナギによるクニマス卵への食害状

況について精度の高いモニタリングが可能になった。また、画像解析にAIを活用することで省力化に
つながる可能が示唆された。引き続き、ウナギのほかカワウの出現などクニマス資源への危害要因対
策の継続が必要である。養殖生産では、野性味が強く飼育自体が困難である本種の特性から、安定的に
次世代を量産するためには、これらを改善するための育種が必要である。 
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